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1 　長いあいだ歯車を研究してきたわたくし
は，一つの研究がおわってこれを学会誌に

発表すると，そのあと，この研究論文を平易に書き
あらためる。そしてこれを工業雑誌にのせる。
　ここでわたくしの経験したことは，学会誌にのせ
た研究論文よりも，工業雑誌にのせた文章のほうが，
よけいに人の心にふれることができたということで
ある。

　学会誌にのせた研究論文は，当然のことながら，
専門家を目当てにして，その記述をすすめていくの
である。したがってそこでは，これまでにほかの研
究者が論じおわったことには， もう触れないように
する。自分の研究したものだけをのべるようにする。
またその記述にあたっては，厳密に定義された術語
をつかうけれども，そのものの解説までにはふれる
ことはない。数式も導きだすはじめのところと，結
果のところと，その意味とは厳密詳細に書く。しか
し途中の誘導計算のところは，よしそれがむずかし
いことであったとしても書くことは遠慮する。途中
の誘導計算のところは新しいことではないからであ
る。

2 　したがって一般の人たちにとっては，研
究論文を読むことは，楽なことではない。

一般の人たちばかりではない。専門家といっても，
他人の研究論文を読むことは，たやすいことではな
い。
　研究者の書いた研究論文の記事は，表面にあらわ
れている事柄を書きつづるのがふつうのことであ
る。そこには研究者の心の奥底で起伏したことまで
は書かれてはいない。どのような動機や機会から，

このような研究の糸口が生まれてきたのか，またど
のような連想をへて，この結果にたどりついたのか，
研究論文では一般にこのようなことまでも記述する
習慣にはなっていない。またこのようなことを記す
紙面も与えられていない。
　しかしこのようなことがらがわからないで，ただ
表面の文字だけをたどりつつ読むというのでは，他
人の論文を読んだということとは遠い。その論文に
のせられてある技術も技能も，その真随を知ること
にも遠い。
　こんなわけから，一般の読者はむろんのこと，専
門家といっても，他人の論文を読みぬくことはそん
なに楽なことではない。眼光紙背に徹するというこ
とは，まことにむずかしいことである。

3 　そこでやさしい記述でつづられた学術の
文章が必要になってくる。ここではその内

容は研究論文と同じである。しかしそこに使われて
いる言葉はわかりやすい。もしもむずかしい術語を
使う必要のあるときには，注釈を加えて，これをわ
かりやすくする。もしも言葉で説明ができることな
らば，数式はなるべくさけるようにする。できれば
式もグラフや数表化して，すぐにその利用ができる
ように記述する。文章の全体は易にはじまり，次第
に難におもむくというようにする。いな，むしろ，
易にはじまり，易に終わるようにする。それでいて
その内容は高く，また広いようにする。どうしてこ
の研究が生まれてきたのか，どのような経験をへて
この研究が成長してきたのかということも記す。文
章もきれいにする。全体にわたって，香気の満ちた
ものにする。
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4 　このようにするときには，これを読む読
者の心に，変化が起こってくる。

　いままでは手のとどかない高い崖の上にあった技
能や技術の研究というものが，実はそうではなくて，
常日頃いつも出入りしている実習場や教室の，いた
るところに存在している， まことに平易なものの中
にあるという感じに変わってくる。
　これならば自分の手にもとどくところに，研究さ
れるのを待っている技能や技術があるという感じに
なってくる。だれでもこの著者のいうように実行す
るときには，技能と技術の研究も，これをわがもの
とすることができる。それならばわれもまた，この
著者にならって，技能と技術の研究にこころざそう
ということになってくる。
　ひとたびこころざしが起こったときには，それは
もう，しめたものである。その技能も，その技術も，
大半は研究ができたということになる。

5 　こころざしがあると，そのこころざしを
果たそうという意欲の火が内心に燃えてく

る。 内心のこの火を消さないようにして，大切に

心の中におさめるにいたる。あるときに，ある機縁
に触れて，この内心の火は急に燃えあがってくる。
その機縁はなんであるかということは，あらかじめ
これをいうことはできない。
　しかし筆者の場合は，多くは日常の卑近に味わっ
ている生活や仕事というものが機縁になっている。
したがって，日常の仕事の多いということ，生活を
みつめるということが，この機縁をより多く与えら
れることになる。
　ひとたび内心に保たれていた火が，これらの機縁
に出会うと，それはちょうど，火に油を注ぎかけた
ものになってくる。火は勢よく燃え広がる。この燃
えひろがった火が働きかけて，筆者に研究をさせる
原動力というものを与えてくれる。
　読者諸賢もきっと筆者と同じような経験をもって
おられることと思われる。
　この「技能と技術」誌は，このようにして得られ
た読者の技能・技術の論文を載せていきたいと考え
ている。
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